
余寒なおきびしい昨今ですが、いかがお過ごしでしょうか。

数年前の書籍年間ベストセラーの第1位に輝いた本を覚えていらっしゃる
でしょうか。「もしドラ」の愛称で一大ブームとなった
「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」
です。テレビでアニメ化もされました。小説形式で読み易く、上質なビジネス書です。

マネジメントとは、組織が顧客を対象にして、ある目的を達成するために成すべき方法論と言えます。
この本がこれほど世間に受け入れられたのも、激動する社会の中で組織や個人が生き残っていくた
めには時代に適応して変化していく必要があり、その変化の指標としてマネジメントが見直されたか
らと考えます。病院もただ単に病気を治すだけでなく、より質の良い医療を患者さんに提供できてこ
そ、その地域に必要とされ生き残っていけます。

「患者さんの視点に立った質の良い医療」を提供することは全ての病院が望む指標です。しかし、そ
の達成のためにはマネジメント、すなわち情報分析による具体的な目標設定と適切な戦略が必要と
なります。当院も以前より病院全体の総合的なマネジメント、クオリティ（質）の向上のために医療の
質と安全を向上させ、患者様の満足度を上げる努力を重ねてきました。今年はさらにクオリティマネ
ジメントの進展につとめます。

地域全体の中で当院の果たすべき役割を認識し、地域の開業医の先生方、他病院の先生方とも連
携を密にして地域全体の医療の質向上に貢献したいと思います。
2018年、今年も皆様方に「安心と信頼の医療」を提供し、地域から愛される病院を目指して日々努力
を続ける所存です。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

院長あいさつ
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蓮田市健康診断 受診者数報告

健診名 平成28年 平成29年

特定健康診査(40～74歳) 439人 405人

後期高齢者健康診査(75歳～) 236人 232人

大腸がん検診 307人 291人
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大腸がん検診

平成２９年の蓮田市健康診断受診者数を報告いたします。
蓮田市の健康診断は、６月１日から１１月３０日までの期間で行われました。
平成２８年と比較して、わずかですが受診者数が減少しました。
また、大腸がん検診も減少となりました。

健康診断は、自分の体の状態を知る良い機会です。
１年に１度は受診し、健康管理をしっかりしましょう！！



新棟南館ついて
平成30年1月に新棟（南館）が無事完成いたしました。
工事期間中は、患者様をはじめ近隣の方々のご理解とご協力をいただきま
したことを深く心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。

以前にも広報誌でご案内しましたが、この南館には
①駐輪スペース ④訪問看護・リハビリステーション
②保育室（職員用） ⑤相談室
③透析室
が設備されております。

地域の透析病院としての役割をより一層果たすための設備の充実と、今ま
で離れていた保育室が併設され、職員にとっても働きやすい環境が整いま
した。
また、以前の駐輪スペースには屋根がありませんでしたが、今回の駐輪ス
ペースは建物が屋根代わりになっているため、雨の日でも乗り降りを安全
に行えるようになりました。

透析室

保育室



診療科目
内科 循環器内科 呼吸器内科 外科 整形外科 脳神経外科

耳鼻咽喉科 泌尿器科 小児科 皮膚科 疼痛外来 リハビリ科

診療時間
受付時間 午前8:00～12:00 午後1:00～5:30

診察時間 午前9:00～12:30 午後2:00～6:00

休診日：水曜日午後・日曜・祝日

◆小児科の法定予防接種、乳児健診、内視鏡検査は予約制と

なっております。

◆禁煙外来は、毎週木曜日14:00～16:00の間で予約制とな

ります。

医事課までお申し出ください。

◆外来透析・夜間透析を実施しております。

当院へアクセス

JR宇都宮線蓮田駅西口駅前

〒349-0123 埼玉県蓮田市本町3-17
TEL 048-764-6411 FAX 048-764-1717
ホームページ：http://www.hasuda-issin.jp/
ブログ： http://www.hasudaissin.jp/blog/index.php

訪問看護・訪問リハビリについて

平成29年夏号でお知らせをしました、
「訪問看護・訪問リハビリステーション」の開
設時期ですが、当初の予定より遅れており申し
訳ございません。春頃の開設に向け準備を進め
ております。
何卒、よろしくお願い申し上げます。

現在、訪問看護と訪問リハビリはそれぞれ独立
した部門として行っておりますが、「訪問看
護・訪問リハビリステーション」として合併す
ることにより、連携も密になり、看護とリハビ
リを同時に行うことができるようになります。
これまでよりも利用者様に適したサービスを提
供できるようになることと思います。

新棟南館が完成し、設備はほぼ整っております。
ただ今は春のオープンに向け手続きを進めてお
りますので、もうしばらくお待ちください。
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